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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可撓性の挿入部の先端付近に、上記挿入部の基端側からの遠隔操作によって屈曲する湾
曲部が形成されて、処置具類の突出方向を変えるための処置具起上片が上記挿入部の最先
端部分に可動に配置され、上記処置具起上片を駆動するために上記挿入部の基端側から遠
隔的に進退操作される起上片操作ワイヤが、上記挿入部内に全長にわたって挿通配置され
た密着巻きコイルからなるガイドコイル内に軸線方向に進退自在に挿通配置された内視鏡
の処置具起上装置において、
　上記ガイドコイルの素線径を上記湾曲部の後端位置で変化させて、上記湾曲部外に配置
されている部分の全領域の上記ガイドコイルの素線径を、上記湾曲部内に配置されている
部分の全領域の上記ガイドコイルの素線径に比べて太く形成したことを特徴とする内視鏡
の処置具起上装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は内視鏡の処置具起上装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡には一般に、可撓性の挿入部の先端付近に、挿入部の基端側からの遠隔操作によ
って屈曲する湾曲部が形成されており、処置具起上装置を有する内視鏡においては、処置
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具類の突出方向を変えるための処置具起上片が挿入部の最先端部分に可動に配置され、処
置具起上片を駆動するために挿入部の基端側から遠隔的に進退操作される起上片操作ワイ
ヤが、挿入部内に全長にわたって挿通配置されたガイドコイル内に軸線方向に進退自在に
挿通配置されている（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開平５－１１５４３１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上述のような内視鏡の起上片操作ワイヤをガイドするガイドコイルとしては、起上片操
作ワイヤが牽引操作された時に縮まないように、ステンレス鋼線等を一定の径で密着巻き
したコイルパイプが用いられている。
【０００４】
　図５は、そのようなガイドコイル９１とその中に通された起上片操作ワイヤ９２の断面
形状を示しており、湾曲部が屈曲操作された時に光学繊維束等のようないわゆる内蔵物類
を強く圧迫して損傷しないように、一定以下の素線径のガイドコイル９１が用いられてい
る。
【０００５】
　しかし、そのような従来の内視鏡の処置具起上装置においては、いわゆる腰の強い処置
具が用いられて起上片操作ワイヤ９２を牽引するための力量が著しく大きくなると、図６
に示されるように、軸線方向に作用する圧縮力によりガイドコイル９１が小さく波打って
実質的に全長が短くなった状態に弾性変形し、その結果、起上片操作ワイヤ９２の先端側
における牽引ストロークが小さくなって処置具を十分に起上させることができない状態に
なってしまう。
【０００６】
　そこで本発明は、腰の強い処置具が用いられた時でも、起上片操作ワイヤの牽引ストロ
ークが確保されて処置具を十分に起上させることができる内視鏡の処置具起上装置を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の処置具起上装置は、可撓性の挿入部の先
端付近に、挿入部の基端側からの遠隔操作によって屈曲する湾曲部が形成されて、処置具
類の突出方向を変えるための処置具起上片が挿入部の最先端部分に可動に配置され、処置
具起上片を駆動するために挿入部の基端側から遠隔的に進退操作される起上片操作ワイヤ
が、挿入部内に全長にわたって挿通配置された密着巻きコイルからなるガイドコイル内に
軸線方向に進退自在に挿通配置された内視鏡の処置具起上装置において、湾曲部外に配置
されている部分のガイドコイルの素線径を、湾曲部内に配置されている部分に比べて太く
形成したものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、ガイドコイルのうち湾曲部内に配置されている部分は素線径が細いの
で、湾曲部が屈曲操作された時にそれに対する大きな抵抗にならず、また内蔵物を圧迫し
て損傷させることもなく、一方、ガイドコイルのうち湾曲部外に配置されている部分は素
線径が太いので腰が強く、したがって、腰の強い処置具が用いられて起上片操作ワイヤの
牽引力量が著しく大きくなったような場合でも、ガイドコイルの全長がほとんど縮まない
ので、起上片操作ワイヤの牽引ストロークが確保されて処置具の先端部分を十分に起上さ
せることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　可撓性の挿入部の先端付近に、挿入部の基端側からの遠隔操作によって屈曲する湾曲部
が形成されて、処置具類の突出方向を変えるための処置具起上片が挿入部の最先端部分に
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可動に配置され、処置具起上片を駆動するために挿入部の基端側から遠隔的に進退操作さ
れる起上片操作ワイヤが、挿入部内に全長にわたって挿通配置された密着巻きコイルから
なるガイドコイル内に軸線方向に進退自在に挿通配置された内視鏡の処置具起上装置にお
いて、湾曲部外に配置されている部分のガイドコイルの素線径を、湾曲部内に配置されて
いる部分に比べて太く形成する。
【実施例】
【００１０】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図２は内視鏡の処置具起上装置の全体構成を示しており、可撓管によって外装された可
撓性の挿入部１の先端付近には、多数の節輪をリベットで傾動自在に連結した骨組み構成
の湾曲部１ａが形成されている。
【００１１】
　湾曲部１ａの先端部分（即ち、挿入部１の最先端部分）には、観察窓や照明窓が配置さ
れた先端部本体２が連結されていて、先端部本体２から外方に突出される処置具１００の
先端部分１００ａの突出方向を変えるための処置具起上片３が、先端部本体２に可動に配
置されいる。なお、処置具１００は、挿入部１内に全長にわたって挿通配置されている処
置具挿通チャンネル内に挿脱される。
【００１２】
　挿入部１の基端に連結された操作部４には、湾曲部１ａを遠隔的に屈曲操作するための
湾曲部操作ノブ５が配置されていて、湾曲部操作ノブ５を操作することにより、図２に二
点鎖線で示されるように、湾曲部１ａを任意の方向に任意の角度だけ屈曲させることがで
きる。
【００１３】
　また、操作部４に配置された起上片操作レバー６を操作すると、それによって起上片操
作ワイヤ１１が軸線方向に進退操作されて処置具起上片３が駆動され、先端部本体２から
の処置具１００の先端部分１００ａの突出方向を任意に変えることができる。起上片操作
ワイヤ１１は、挿入部１内に全長にわたって挿通配置された密着巻きコイルからなるガイ
ドコイル１２内に軸線方向に進退自在に挿通配置されている。
【００１４】
　図１は挿入部１の先端付近を示しており、処置具起上片３と起上片駆動アーム７とが、
軸部８を介して一体的に連結された状態で軸部８を中心に回動自在に先端部本体２内に配
置されている。
【００１５】
　起上片操作ワイヤ１１の先端は起上片駆動アーム７に連結されていて、起上片操作ワイ
ヤ１１の進退動作により起上片駆動アーム７が回動駆動されて、それと一体に処置具起上
片３が回動し、処置具挿通チャンネル９内を通過した処置具１００の先端部分１００ａの
突出方向が変化する。そのような構成は、例えば特開平８－５６９００等に記載された公
知のものである。
【００１６】
　そして、この実施例においては、ガイドコイル１２が、湾曲部１ａ内に配置されている
素線径の細い部分１２Ａと、湾曲部１ａ外に配置されている素線径の太い部分１２Ｂとを
、湾曲部１ａの後端付近において連結して形成されている。
【００１７】
　図３は、そのようなガイドコイル１２の途中に形成された連結部を図示しており、湾曲
部１ａ内に配置されている素線径の細い部分１２Ａは、例えば素線径が０．１５～０．３
ｍｍ程度のステンレス鋼線を０．３～０．６ｍｍ程度の直径（内径）に密着巻きして形成
され、湾曲部１ａ外に配置されている素線径の太い部分１２Ｂは、例えば素線径が０．２
５～０．４ｍｍ程度のステンレス鋼線を、素線径の細い部分１２Ａと同じ直径（内径）に
密着巻きして形成されている。
【００１８】
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　そして、そのような素線径の細い部分１２Ａと太い部分１２Ｂとを、例えばステンレス
鋼材等からなる連結筒体１２Ｃに各々銀ロー付け等により連結固着して、素線径の細い部
分１２Ａの先端部分を先端部本体２に固定し、素線径の太い部分１２Ｂの基端部分を操作
部４に固定している。
【００１９】
　このような構成により、ガイドコイル１２のうち湾曲部１ａ内に配置されている部分１
２Ａは、素線径が細いので、湾曲部１ａが屈曲操作された時にそれに対する大きな抵抗に
ならず、また内蔵物を圧迫して損傷させることもない。
【００２０】
　そして、ガイドコイル１２のうち湾曲部１ａ外に配置されている部分１２Ｂは、素線径
が太いので腰が強く、したがって、腰の強い処置具が用いられて起上片操作ワイヤ１１の
牽引力量が著しく大きくなったような場合でも、図６に示されるような波打った状態にな
らず、その結果、起上片操作ワイヤ１１の牽引ストロークが確保されて処置具１００の先
端部分１００ａを十分に起上させることができる。
【００２１】
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば図４に示されるように、
ガイドコイル１２の素線径の細い部分１２Ａと太い部分１２Ｂとを一本の素線の線径を途
中で変化させて製造すれば、連結筒体１２Ｃを省略することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の挿入部の先端付近の側面断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡の全体構成を示す側面図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡の処置具起上装置のガイドコイルの連結部分の側
面断面図である。
【図４】本発明の第２の実施例の内視鏡の処置具起上装置のガイドコイルの連結部分の側
面断面図である。
【図５】従来の内視鏡の処置具起上装置のガイドコイルの連結部分の側面断面図である。
【図６】従来の内視鏡の処置具起上装置の使用状態におけるガイドコイルの連結部分の側
面断面図である。
【符号の説明】
【００２３】
　１　挿入部
　１ａ　湾曲部
　２　先端部本体（挿入部の最先端部分）
　３　処置具起上片
　４　操作部
　７　起上片駆動アーム
　９　処置具挿通チャンネル
　１１　起上片操作ワイヤ
　１２　ガイドコイル
　１２Ａ　湾曲部内に配置されている素線径の細い部分
　１２Ｂ　湾曲部外に配置されている素線径の太い部分
　１２Ｃ　連結筒体
　１００　処置具
　１００ａ　先端部分
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